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研究成果の概要： 

交代勤務特に深夜勤務への適応・不適応（耐性）に伴う健康問題と、適応・不適応に関連す
る要因を検討した。一製造工場の男性夜勤交代勤務者を対象に全体調査と抽出調査を行った。
夜勤交代勤務への適応に最も強く影響したのは年齢であり、慣れによって不適応感が軽減して
いくものではないことが示された。客観的睡眠モニターから深夜日の睡眠はコマ切れであり、
効率の悪い睡眠であることがわかった。不適応者における睡眠以外の健康影響として、疲労蓄
積による自然免役能の低下が示唆された。夜勤交代勤務による健康影響の最小化のためには、
特に不適応感を抱いている者に対する適切な対応が必要である。 
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１．研究開始当初の背景 
技術的理由、公共サービス上の理由、経済

性向上の理由などにより夜勤交代勤務従事
者数は増加している。夜勤に対する完全な慣
れはないと言われており、生理機能の内的リ
ズムの乱れが身体・心理的健康問題の発生リ
スクを高めることが報告されている。虚血性
心疾患、消化器系疾患、睡眠障害などである。
従って、その健康影響を最小化することは労
働衛生上重要な課題である。また、夜勤交代

勤務への適応（耐性）は一様ではなく、個人
差も大きい事も指摘されている。耐性に関連
する要因として、シフト編成、作業負担、休
憩の取り方などの職場要因や、年齢、性別、
家庭環境、睡眠の融通性、心理的要因などの
個人的要因が考えられるが、十分明らかにさ
れていない。 
 
２． 研究の目的 

本調査研究の主な研究目的は夜勤交代勤
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務、特に深夜勤務のへの適応・不適応（耐性）
に関連する要因について明らかにし、作業環
境、労働態様の改善の指針を得ることである。
そのために以下のような 2つのデザインで調
査研究を行った。 
（研究１）夜勤交代勤務に従事している労働
者を対象に、自身による適応・不適応感を調
査し、適応・不適応感による健康上の問題点
（睡眠、健診成績を用いた身体所見）の有無
を検討する。また、適応・不適応感（耐性）
に関連する要因（年齢、夜勤従事年数、生活
習慣など）を横断的に検討する。さらに、1
年間の追跡を行い、適応・不適応感の変化と
それに関連する要因を明らかにする。 
（研究２）夜勤交代勤務による健康リスクを
評価すことを目的に、研究 1 の対象者から一
部を抽出し、疲労度、睡眠、ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰ（免疫
機能、循環器機能など）の経時的変化を追跡
する。 
 
３．研究の方法 
本研究は金沢医科大学倫理審査委員会の

承認を得て実施した。研究１、２とも軽金属
製品製造工場従業員の夜勤交代勤務者を対
象とした。当該工場の夜勤交代勤務はいくつ
かの型があるが、今回は深夜勤務の影響を評
価することを主目的としたために、３交代勤
務者（周番制、24 時間操業、シフトは日勤・
中番・深夜）について検討した。 
（研究 1）2007年の特定業務（深夜業）健診
を受診した 3 交代勤務者 610 人（平均年齢
39.8歳、標準偏差 11.3、19-64歳）を解析対
象とした。全員男性である。交代勤務歴は
15.4±10 年であった。健診では身体計測、血
圧測定、脂質、血糖検査と同時に、交代勤務
歴、交代勤務に対する自覚的な適応・不適応
感、東京電力技術開発研究作成の日本版 SSI
（Standard Shiftwork Score：Takahashi M, 
et al. Industrial Health 2005）による睡
眠問題を調査した。そして以下の検討を行っ
た。①2007年の自覚的な交代勤務に対する適
応感の有無により対象者を２群に分け、適
応・不適応によって自覚的な睡眠関連問題の
保有状況や検査成績を比較した。適応者は
498 人（81.6％）、不適応者 112 人（18.4%）
であった。②2007年の解析対象者のうち 2008
年も同健康診断を受診した 568 人(93.1%)に
ついて、適応・不適応の変化と関連要因を検
討した。 
（研究２）2007年の特定業務（深夜業）健診
を受診した３交代勤務者の中で経時的変化
の追跡に同意した 43 人（30～59 歳）につい
て以下の検討を行った。自覚的疲労度（日本
産業衛生学会疲労研究会の自覚症しらべ）、
睡眠（アクチグラム、SSI）、ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰ（免疫
機能、循環器機能など）を日勤週、中番週、
深夜業務週の３週間追跡し、勤務の影響を検

討した。 
統計解析には SPSS(ver16)を用いた。 
 

４． 研究成果 
＜研究１の成果＞ 
１） 自覚的な適応・不適応感と関連する

健康指標 
自覚的な適応・不適応感は全体的な体調不良
と強く関連していた。全体的に体調不良との
回答の割合は適応群の 9.8％に対して不適応
群では 54.5％であった。また、図１には示し
たように SSI（Standard Shiftwork Score）
を用いて日勤、中番、深夜時の睡眠時間の満

足度、睡眠の質の満足度、睡眠による疲労回
復度などを適応群、不適応群で比較した。自
覚的に夜勤に対する不適応と回答した群は
日勤、中番、深夜と次第に睡眠不足感、質の
不満足感、疲労回復に対する満足感が悪くな
っていた。これに対して、適応群ではシフト
による変化はみられない。図に示した項目の
うち、適応群と不適応群で有意差がなかった
のは日勤日の睡眠時間のみであった。不適応
群では、適応群に比べて常により多くの睡眠
問題を抱えていることがわかる。 
２）適応・不適応に関連する要因 
また、適応に最も強く関連した要因は年齢

であった（適応者 38.9±11.3 歳、不適応者
44.2±10.5 歳）。交代勤務歴の平均値には有
意な差はなかった。交代勤務年数 1 年以下、
5 年以下、それ以上の層別に影響を検討した
が、どの層でも年齢が関連していた（図２）。
喫煙、運動など生活習慣や BMI、血圧、脂質、
血糖などの検査所見には適応・不適応の間で
差は無かった。 

 



 
３） 適応感の 1年後の変化 
2007年の調査対象者を 1年追跡し、適応感

の変化を検討した。“両年度とも適応”402人
（70.8％）、“不適応⇒適応”27 人(4.8%)、“適
応⇒不適応”65 人(11.4%)、両年度とも不適
応 74 人(13.0%)であった。平均年齢は順に
38.1 歳、42.0 歳、40.4 歳、43.5 歳であり、
有意な差が認められた。交代勤務年数には差
はなかった。不適応から適応に変化したもの
の半数は他の勤務形態（2 交代など）に変化
していた。他の群では他の勤務形態に変化し
ていたものの割合は 1 割程度であった。SSI
の各項目のスコアの 1年間の変化を 4群間で
比較したところ、図３のように悪化群（適応
⇒不適応）では日勤、中番、深夜とも睡眠に
よる疲労回復感（休めたと感じる）が低下し
ていた。睡眠の質の満足度、睡眠時間の満足
度についても同様の結果であった。 
喫煙、運動、飲酒量には差がなかったが眠

るための飲酒習慣は不適応群で高かった。健
診成績（血圧、血清脂質）の 1年間の変化量
には差が無かった 

 
＜研究２の成果＞ 
１）シフトサイクルによる疲労、睡眠、バイ
オマーカーの変化（年齢階級別比較） 

2007年調査対象者の中から調査の主旨と
内容に同意し協力が得られたものを対象に、
日勤、中番、深夜の 3 週間にわたり、疲労、
睡眠、血圧、免疫能を追跡した。43名のうち
自覚的に交代勤務への不適応感を抱いてい
たのは 7 名のみであった。年齢によって 2 区
分し、産業衛生学会の疲労自覚症しらべを用
いてシフトサイクルによる疲労度の推移を
見た。図 4に示したように日勤初日は眠気感
が強く、日勤週の終りころには低下するが、
深夜になると眠気が次第に強まることがわ
かる。この傾向は年齢には年齢差はなかった。
その他だるさ感、不安定感についてもシフト
の推移とともに変動する傾向があったが、年
齢による差はみられなかった。 
 
血圧、脈拍数、リンパ球サブセット（疲労

に関連することが示唆されている）の経時的
変化を検討したが、日勤、深夜間、各シフト
の初日と最終日、勤務入、勤務後などの時間

帯による有意な差はなかった。 

 
２）シフトサイクルによる疲労、睡眠、バイ
オマーカーの変化（適応・不適応間の比較） 
自覚症しらべによる眠気感は日勤よりも深
夜の方が、また深夜の中でも初日よりも最終
日の方が有意に高くなっていたが、その傾向
うは不適応者で特に強まっていた（図５）。
だるさ感についても同様の傾向がみられた
（図６）。 
 疲労と関連が指摘されている免役能のリ

ンパ球サブセットの経時的変化を適応・不適
応者間で比較したところ、CD4 と CD16+56+が
不適応群の深夜勤務日で適応群よりも有意
に低くなっていた（年齢調整）。（図 7） 
 
３）睡眠の客観的モニターによる睡眠パター
ンの経時的変化 
アクチグラフィ（米国 AMI社製）を用いて、

日勤、深夜時の睡眠取得状況をモニターした。
装着の不備などがあり、解析可能なデータが
得られたのは 22名であった。 
深夜勤務では日勤に比べて睡眠時間が短縮
していた。睡眠時間中の覚醒時間が長くなり、
睡眠効率の低下がみられた。また入眠までの
潜時も長くなっていた。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜成果のまとめ＞ 
 本研究では、深夜勤務を含む 3交代勤務の
中でも週番性、つまり 5日ずつのサイクルで
シフトが変わる形態をとる作業者を対象に
２つのデザインで研究を行った。一つ目は対
象工場において上記に該当する労働者全員
に質問紙調査を実施し、現在の勤務形態に適
応できているかどうかを尋ね、不適応だと回
答した場合に、どのような健康影響がみられ
るかを疲労と睡眠の面から検討した。勤続年
数の平均が 10 年を超える対象での調査であ

ったので、8割は適応していると回答した。1
年後にも同じ対象者に適応状況を尋ねたが、
ほとんどは同じ回答をしていた。夜勤交代勤
務への適応に最も強く影響したのは年齢で
あった。勤続年数別にみても年齢の影響が強
く認められた。適応と不適応者で睡眠、血圧、
血清脂質などの検査成績を比較した。睡眠は
シフトごとにその状況を把握することがで
きる SSI を用いて検討した。その結果、不適
応者では睡眠時間や睡眠の質に対する不満
足感、睡眠後も残る疲労感などが適応者に比
べて高く、日勤、中番、深夜と次第に増すこ
とが明らかになった。不適応者では全体とし
ての体調不良の訴え率が高かったが、血圧や
血液所見への影響はなかった。 
 また本研究では、3 交代勤務者の中から一
部を抽出して、睡眠、疲労、疲労と関連する
ことが知られている免役能、血圧に及ぼす影
響を日勤と深夜のシフトの変遷に伴って経
時的に追跡した。睡眠についてはアクチグラ
フィを用いて客観的に評価した。その結果、
深夜日の睡眠はコマ切れであり、総時間は短
く、効率の悪い睡眠であることがわかった。
また自覚症しらべを用いた追跡では、特に不
適応者では深夜週になると初日から最終日
まで次第に睡眠不足感、疲労感が積み重なっ
ていく傾向がみられた。疲労との関連が示唆
されている自然免役能である NK 細胞の表面
抗原である CD16+56+の割合が、不適応者では
日勤から深夜勤務へと次第に低下し、適応者
に比べても低い傾向があった。 
 以上より、夜勤交代勤務という非生理的な
労働形態に対する不適応感は慣れによって
軽減していくのではなく、逆に当初適応して
いたとしても加齢とともに適応できなくな
ることが本研究から示唆された。夜勤交代勤
務による健康影響の最小化のために、特に不
適応感を抱いている者に対する適切な対応
が求められると考えられた。 
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